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大阪・関西万博開催に向けた意見 
    

 御所属 関西広域連合委員 大阪府知事  御名前 吉村 洋文 様  

 

1. ２０２５年の大阪・関西万博に何を期待しますか。 

（是非するべきこと、また、するべきではないこと、後世に残すべきもの等）  

 

 大阪府は、国、経済界、博覧会協会と一体となり、Society 5.0を鍵とした SDGs達成への貢献

など、大阪・関西万博が掲げる所期の目的達成に主体的に取り組んでいく。 

 

《大阪・関西万博への期待》 

○ 万博は、次に掲げる大阪・関西の多彩なポテンシャルと人類の共通課題への解決策を世界に 

向けて発信できる絶好の機会。 

・ライフサイエンスやバイオメディカルの研究機関や企業の集積 

・オンリーワンと称される高い技術力をもつ中小企業の集積 

・世界遺産をはじめとする多くの魅力的な観光資源、豊かな歴史・文化 

・主要都市への交通アクセスの利便性 

・安心安全なまち、おもてなしの心 

○ 万博のテーマである「いのち」をキーコンセプトに世界の価値観を変えていく、あるいは新

たな価値観を生み出していくことが重要。iPS 細胞などの最新技術を活用して人工臓器を 

展示するなど、世界の人々があっと驚く万博を創り上げる。 

○ また、子どもが夢や希望を持って未来を想像し、世界に目を向けるようになる万博、大阪・

関西が誇る悠久の歴史・文化が異なる文化との交流を通じてさらに豊かなものとなる万博を

創り上げる。 

○ さらに、中小企業にとっても大きなビジネスチャンスとなる大阪・関西万博のインパクトを

中小企業の活性化につなげていく。 

 

《大阪・関西万博の成功に向けて》 

○ 大阪・関西万博は、開催地のみならず、2020年の東京オリンピック・パラリンピック後の日

本の成長にも貢献できる国家プロジェクト。実施主体となる博覧会協会を中心に、国・地元

自治体・経済界が一体となったオールジャパンで取組むことが成功の鍵を握る。 

○ これまでにない「ワクワクする万博」を創り上げるために、若いクリエーターの斬新なアイ

デアや世界中の叡智を結集させることが必要。また、未来社会の実験場としてこれまでの  

常識を覆す万博を開催するために、規制緩和等の環境整備を実施すべき。 

○ 大阪・関西万博は 2025 年に始まるものではない。万博開催に向けて、機運を醸成しながら

万博のコンセプトやレガシーを共有していくことが重要。大阪府では万博開催までの間、先

端技術を活用した快適な生活、いのち・健康などを先取りした「スマートシティ」を進めて

いく。 
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2. 大阪・関西万博で見せるべきコンテンツは何でしょうか。 

（例：最先端技術の実証、SDGs達成への貢献、ライフサイエンス分野との連携等） 

 

《今後の成長・発展の柱として》 

○ 世界の人々の生活を豊で最適なものへと変えていく新たな技術やサービス、アイデアなどが

提案される大阪・関西万博は、世界各国の発展につながる道筋をつけるとともに、大阪・  

関西の強みを伸ばし、日本の経済成長をけん引していく機会となることが重要。 

○ そのための実証実験の場である大阪・関西万博では、世界中のＮＧＯ・ＮＰＯ等からの提案

を来場者に体験・体感していただくことが重要。「いのち輝く未来社会のデザイン」のテー

マやＳＤＧｓ達成への貢献に適うコンテンツを様々な方から提供していただくような仕組

みを構築する。 

 

《日本の歴史・文化への共感》 

○ 185 日間の開催期間中、日本国内のみならず世界中から約 2800 万人が来場し、バーチャル

参加を含む世界の約 80 億人がアクセスする万博を実現することで、世界の人々が大阪・関

西をはじめ日本の歴史や文化などに共感し、万博の開催期間中、閉幕後も日本各地に訪れて

いただけるような仕掛けを設ける。 

 〇 例えば、万博会場において、大阪・関西をはじめ全国各地の様々なお祭りを披露するなど、

日本の歴史・文化、食や自然の風景等を世界に向けて発信することで、日本への関心を高め

ていく。 

 

 

3. 会場計画及びインフラ整備について、新たなアイデアや御意見をお願いします。 

(例：会場のデザイン、水面や緑地の利活用、待ち時間のない万博とするための手法、災

害対策、暑さ対策等）  

 

《日本各地との連携》 

○ 万博の成功に向けて、まずは国内機運を醸成していくことが重要。万博の開催期間中も、   

全国で機運が盛り上がるよう、各地で行われるイベントと万博会場を連携させ、万博に行っ

てみたい気持ちを国中で喚起する。 

 ○ 是非、各都道府県や市町村においても検討し、主体的に取組んでいただきたい。 

 

《万博レガシーの活用》 

○ 大阪・関西万博を一過性のイベントとして終わらせることなく、これからの日本の成長に  

活かしていけるよう、会場建設着手前の段階から跡地利用の方策を睨んだ検討と取組みを 

実施する。 

 

 

4. そのほか、御自由に御意見をお願いします。  

○ 万博会場のＷＥＢ配信などにより、実際に会場に足を運べない人が、大阪・関西万博を仮想

体験できるといった環境を整備することについて、検討が必要。 

 

以上 


